





















平均留置期間を検討した. 1歳時留置群の平均留置期間（mean± S. E. ）は
再留置例，経過良好例，穿孔残存例の順に 22.3±2.4か月， 32.6±1. 9か
月， 43.9±4. 1か月であった．各経過の留置期間に有意差が認められた．
幼児期留置群の平均留置期間では，各経過の留置期間に有意差は認められ
なかった．経過良好例の平均常置期間の比較では，幼児期信置群は l；歳時
留置群よりも有意に短い結果であった．次に l歳時留置群において留置
期間別のチューブ、再留置率と穿孔残存率を検討した.37か月以上では有
意にチューブ再留置率が低くなることが認められた．また， 49か月以上
では穿孔残存率が 28.6%と高くなる傾向を認めた．これらの結果より，
口蓋形成術持にチューブ留置術を施行した場合の初回チューブ、の適切な
留置期間は37～42か月と考えられた．また，口議形成術以降にチューブ
留置術を施行した場合は l歳時留置群より留置期間を短くする必要があ
ると考えられた．
